
この部分には記入しないこと

1 次の関数の 1 階導関数を計算せよ.

1. f(x) = ex sin x.

2. f(x) = ex2+x.

3. f(x) =
1

1 + x2
.

2 y = x2x の 1 階導関数を計算せよ. (ヒント: 対数微分法)
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この部分には記入しないこと

3 y = arcsin x の x =
√

2
2
での接線を求めよ.

4 次の関数の与えられた点でのテーラー展開を求めよ. ただし, 剰余項は, Rn 等の記号で略記
してよい.

1. f(x) = cos 2x, x = 0 で 2 次までの展開.

2. f(x) = xex, x = 0 で 3 次までの展開.
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この部分には記入しないこと

5 次の極限値を求めよ.

lim
x→0

e2x − 1

log(1 + 3x)
.

6 f(x, y) = x2y3 + x4 について, 偏導関数 fx, fy, fxy を計算せよ.

7 z = f(x, y) を全微分可能な関数とする. x = sin(u + v), y = cos(uv) とするとき, zu, zv を zx,
zy, u, v を用いて表せ.
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